
 

 

 

 
 

 

家畜衛生だより 
 

 
 

 年末年始及び春節の期間（1/28～2/4）は海外からの渡航者が増加する

ことが予想され、家畜伝染病の原因ウイルスが侵入する危険が高まります。 

 このことからも、衛生管理区域への不必要な人の立入制限、農場の消毒を

徹底するほか、御自身を含む関係者におかれましては、口蹄疫などの家畜

伝染病発生地域への渡航を自粛してください。 
 

 畜産農家の皆様には引き続き、以下の防疫対策を実施し、家畜伝染病の発

生を防ぐよう、お願いいたします。 
 

 
 

 
 

 

年末年始・春節時期に向けて 

伝染病の防疫対策を強化しましょう 

 〇 伝染病発生地域への渡航を自粛しましょう。 

 〇 外国人研修生を受け入れている畜産関係者は研修生の国際

便による畜産物の持ち込みにも注意しましょう。 

 〇 国内でも人の動きが活発になります。消毒及び衛生管理区域

への病原体の持ち込みに注意しましょう。 

 〇 毎日、入念に健康観察をして、早期発見及び早期通報に努め

ましょう。 

 ◎異状を発見したら、直ぐに家畜保健衛生所に通報!! 

         ⇒ 048-521-1274（熊谷家畜保健衛生所） 

埼玉県熊谷家畜保健衛生所 
住所 熊谷市円光１－８－３０ 

電話 048-521-1274/FAX048-526-1063 

（夜間・休日等は緊急携帯電話に転送） 

E-mail k211274@pref.saitama.lg.jp 

彩の国 

埼玉県 

令和６年１２月１３日発行 

埼玉県マスコット 

「コバトン」「さいたまっち」 

～ランピースキン病ワクチン接種牛の米国への輸出制限について～ 

 ランピースキン病の発生を受けて、福岡県では牛へのワクチン接種が始まりました。 

当該ワクチンを接種した牛の肉は、当面の間、米国への輸出が制限されます。 

 ※飼養牛に全身の皮膚の結節や水腫、発熱、乳量の低下等の本病を疑う症状がみら

れた場合は、獣医師又は家畜保健衛生所へ御連絡ください。 
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